
スイングアカデミー

老松中学
前期中間テスト対策

5科目100点アップ！科目別勉強法
巻末資料「成績アップの方程式」

このガイドに従って勉強を進めれば、必ず点数は上がります。
大事なのは「やり方」を守って、毎日コツコツ続けること！

英語 数学 国語

理科 社会



全科目共通 5科目100点アップ！定期テスト勉強の鉄則

間違えた問題はオレンジペンで記入

答え合わせ後、解答をオレンジペンで書き込む。赤シ
ートで隠して何度も確認する。

最低5回の解き直し

間違えた問題は当日＋翌日を含め、最低5回以上必ず赤
シートで解き直しを行う。

見開き1ページごとに答え合わせ

答え合わせを溜めない。間違えを矯正しないで進むと
同じミスを繰り返す。間違ったやり方が上手になるだ
け！

解いて終わりはNG！「覚える」まで

成績が上がらない生徒の9割は答え合わせ後に覚えるこ
とをしていない。

わからない問題はAI・先生に質問

解答解説を読んでも分からない問題はAIに質問(ChatGPT、ジェミニなど)。理由は「自分で学ぶ力」を育むため。
AIに聞いても解決しない場合はスイングの先生に質問。疑問はその日のうちに解消。

Swing Academy



英語 5科目100点アップ勉強法

試験範囲

教科書 P6〜P45
(P18〜25を除く)
・ユニット1-1, 1-2, 1-3
・ユニット2-1, 2-2, 2-3

教科書ワーク
P5〜P31

対策メニュー
・教科書本文暗唱テスト
・英単語テスト
・書き取りテスト
・学校ワーク(Smile English)
・アイワーク

勉強の進め方（ステップ順）

①
学校教科書のQRコードでネイティブの音声を聞く

ネイティブ音声を聞いてから音読スタート

②
教科書ガイドで完全理解

単語・熟語・構文・文法を完全理解してから音読

③
スラスラ音読できるまで練習

英文を音読しながら日本語意味を頭でイメージ（直読直解）

④
英単語テスト対策

英語→日本語→隠して確認→書き取り練習の順で

⑤
学校ワーク・アイワーク

暗唱・書き取りが完璧になってから取り組む

語学は頭ではなく体で覚える。音読こそ最重要！ 口で言えない英文は書けない。

スイングアカデミー



数学 5科目100点アップ勉強法

試験範囲

教科書 P11〜P51
教科書ワーク(クリアノート)
P4〜P25

対策メニュー
①学校ワーク(クリアノート)
②アイワーク（塾教材）

数学で差がつくポイント

途中式を必ず書く
解説を読んで理解後
自分で解き直す
解き直しは5回以上
答えを見ないで
ノーヒントで解く

正しい解き直しサイクル

STEP 1
ノーヒントで問題を解く

教科書・解答を見ずに真剣に取り組む

STEP 2
見開き1ページで答え合わせ

答え合わせを溜めない。すぐ確認が鉄則

STEP 3
解説を読んで理解する

途中式を含めた解答をオレンジペンで記入

STEP 4
自分で解き直す ＜重要＞

答えを見ずに自力で解く。ここが最大のポイント

STEP 5
5回以上の反復練習

当日・翌日・その後も含め最低5回解き直す

解いて終わりはNG！ 解き直しこそが本当の実力になる。

スイングアカデミー



国語 5科目100点アップ勉強法

① 学校ワーク

• 見開き1ページで答え合わせ
• 「なぜその答えか」を
説明できるようにする

• 解説を見ないで説明できたら○
• 答えを見ずに解き直す ＜重要＞
• 間違えた問題は5回以上解き直す

ポイント：
分からない問題は
スイングの先生に質問すること

② 漢字ドリル

1 テスト対策プリント（全6枚）を
１枚ずつ順番にマスター

2 まず答えを見ないで
自分でテストをする

3 間違えた問題は
５〜１０回練習する

4 再度テストをする

5 満点になるまで
サイクルを繰り返す

漢字は「書き練習」より「テストして覚える」サイクルが効果的！

スイングアカデミー



理科 5科目100点アップ勉強法

理科の正しい勉強手順（この順番を守ること！）

STEP 1 理解

教科書を読んで理解する

各単元の「テーマ（問い）」をつかむ。
テーマには How・Why・What の3タ
イプがある。
（次のスライドで詳しく解説）

STEP 2 暗記

重要用語を音読で暗記する

教科書の太字は必須。
それ以外も必要に応じて覚える。
音読しながら用語の意味をしっかり頭に
入れる。

STEP 3 定着

問題を解く（ここで初めて！）

ステップ1・2が完了してから問題集に取
り組む。
理科で点が取れない生徒の多くは
ここから始めてしまっている。

ステップ1・2をスキップしていきなり問題集を解き始めるのが「点が取れない勉強」の最大の原因！

スイングアカデミー



理科・社会 正しい教科書の読み方 〜 3つのタイプ 〜

教科書の各単元は、必ず冒頭に「テーマ」(問い)が書かれています。まずそのテーマが3タイプのうちどれかを確認し、
「問い」に対する「答え」を教科書本文から読み取って自分の言葉でまとめることが理解の第一歩。

How 型

「〜はどのようなものか？」
（方法・仕組みを問う）

Why 型

「〜はなぜか？」
（理由・原因を問う）

What 型

「何があるか？」
（詳細・種類を問う）

テーマのタイプを見極めてから読む → 「何を探せばよいか」が明確になり、理解スピードが格段にアップする！

スイングアカデミー

例1（理科）

光合成の仕組みは、
どのようなものか？

例2（歴史）

律令国家は、どのような
仕組みだったのか？

→ プロセス・手順・構造を
教科書から読み取ってまとめる

例1（理科）

なぜ、水に電流を通すと
水素と酸素に分解されるのか？

例2（地理）

なぜ、出版産業は
東京に集中しているのか？

→ 原因・理由を
教科書から読み取ってまとめる

例1（理科）

物質を表す式には、
何があるか？

例2（公民）

日本国憲法の三大原則は
何か？

→ 種類・リスト・名称を
教科書から読み取ってまとめる



最強の科学的暗記法 〜エビングハウスの忘却曲線〜

記憶の保持率（%）

100%

80%

60%

40%

20%

0%

学習直後 20分 1時間 1日 1週間 1ヶ月

復習なし（忘却）復習あり（定着）

勉強の30分〜1時間後

記憶の約 40〜56% が消える

「さっきやったのに…」が起きるのはこのため

勉強の1日後

記憶の約 60〜70% が消える

「昨日やったはずなのに…」の原因

復習の鉄則（2段階）

① 学習の最後に必ずその日の内容を見直す
② 翌日の学習開始前に前日の内容を復習する

この2段階を守れば記憶の定着率は劇的に上がる！

科学的事実：人間は何もしなければ学習直後から急速に忘れていく。しかし 「復習のタイミング」 を正しく取れば
記憶は定着する。赤シートを使った解き直しが「当日＋翌日」に設定されているのは、この忘却曲線に基づいているから。

スイングアカデミー



社会 Social Studies

社会の勉強方法は理科と同じ3ステップ！

対策メニュー

学校教科書

各単元のテーマを読み取り、内容を自
分の言葉でまとめる。丸写しNG。

学校プリント

教科書で理解した後に確認。わからな
い用語は教科書に戻って確認。

アイワーク

理解・暗記が完了してから取り組む。
学校ワークと同じ手順で。

STEP 1  教科書を読んで理解 STEP 2  重要用語を暗記 STEP 3  問題を解く

スイングアカデミー



テスト対策 5つの約束

1 答えを見ずにノーヒントで解く。解けた問題と解けなかった問題を必ず区別する。

2 間違えた問題はオレンジペンで記入し、赤シートで最低5回解き直す。

3 見開き1ページごとに答え合わせ。溜めない、後回しにしない。

4 わからない問題はAIや先生にすぐ質問。疑問はその日のうちに解消する。

5 「解いて終わり」は0点と同じ。必ず「覚える」ところまでやりきる。

スイングアカデミーは全力でサポートします。一緒に頑張ろう！

Swing Academy



Swing Academy

夢・目標を原動力に、成績を上げる

スイングの根っこにある考え方。勉強は「目的」ではなく、夢を実現するための「手段」です。

勉強

国語
数学
理科
社会
英語

知る

自分を知る
得意・苦手・兴味関心

他者を知る
人、文化、社会

世界を知る
歴史・地理・自然

夢
Doing

やりたいこと

Being
なりたい自分

Dreaming
叶えたい未来

スイングアカデミーは、君の「夢の種」を育て、学ぶ意欲を引き出し、全力でサポートします。



スイングアカデミー追加資料

成績アップの方程式

成績アップ ＝ 学ぶ意欲 × 学ぶ力 × 学び方 × 学習時間

この４つはすべて「掛け算」です。どれか１つがゼロに近ければ、他がいくら高くても成績は上がりません。
逆に言えば、最も弱い要素を特定して伸ばすことが、成績アップへの最短ルートです。
成績は分からない問題を教わるだけでは上がらないのです。（理解は勉強のごく一部！）

★ 「学ぶ意欲」はすべてに掛かる最重要の乗数。
意欲がゼロに近ければ、どれだけ学ぶ力があっても、学習時間はゼロに近づきます。だからこそスイングは、意欲を育てることを教育の出
発点に置いています。

①学ぶ意欲 ②学ぶ力 ③学び方 ④学習時間

→ 各要素の詳細およびテスト後の学力診断の方法は次のページへ

「感覚」ではなく「構造」で成績アップの原因を特定するから、最短ルートが見える。



追加資料 スイングアカデミー

方程式の４要素詳細と、学力診断の方法

① 学ぶ意欲
夢・興味関心 / 知的好奇心 / 学ぶ目的
学ぶ仲間 / 学ぶ空間

►勉強の最重要エンジン。意欲が高まると、
他のすべての要素も自然と伸びます。

② 学ぶ力
国語力（語彙力・読解力・作文力）
記憶力 / 学習スピード / 集中力

►国語力はすべての教科の土台。
語彙数：小1→7,000語・小6→37,000語が目標。

③ 学び方
教科書・問題集活用法 / 記憶法 / 復習法
科目別学習法

►「勉強が嫌いな子」の多くは、
正しいやり方を知らないだけ。

④ 学習時間
自学自習 / 学習計画の固定化
毎日の勉強時間の確保

►「この時間は勉強する」と先に決める。
学習計画はこの仕組みです。

→ テスト後のやり直しで方程式の弱点を診断する方法は次のページへ



追加資料 スイングアカデミー

テスト後の学力診断——どの要素を伸ばすかがわかる

テストのやり直しで… 弱い要素 問題の箇所 スイングの対処法

何も見ずにできた ③学び方（受験） ケアレスミス・解き方・時間配分 問題演習量を増やす・解き方・時間配分を指導

教科書・問題集を見てできた ②学ぶ力・③学び方 記憶力・復習法 正しい記憶法・復習法を個別指導で教える

見てもできなかった ②学ぶ力・③学び方 理解不足・学習法 個別指導で理解からやり直す・学習法を改善

スイングでは定期テスト・過去問のやり直しを通じて、４つの要素の弱点を一緒に診断します。



追加資料 スイングアカデミー

教科学習の意味——なぜこの科目を学ぶのか（１）

学びを単なるテスト対策で終わらせない。「なぜこの科目を学ぶのか」を、しっかり伝えていきます。

国語
すべての学びの土台。語彙力・読解力・表現力なくして
はどの科目も伸びません。考える力・話す・書く・読む・プレゼンする——
このすべての土台が国語です。
どんな夢や目標も実現するためには「考える力」が必要不可欠。

数学
複雑なものごとを整理し、筋道を立てて考える力を育てます。
数学ができる とは、物事を構造的に考える
力を身につけることです。

理科
科学的思考力を育てます。観察する、仮説を立てる、
実験する、検証する、改善する——
まさに夢を実現するためのPDCAの力です。

→ 社会・英語は次のページへ



追加資料 スイングアカデミー

教科学習の意味——なぜこの科目を学ぶのか（２）

社会
世の中を知る科目。地理・歴史・公民を学ぶことで、
世界の広さ、社会の仕組み、人間の営みを知ります。
子どもが夢を考える上でも非常に重要な科目です。

英語
世界とつながるための道具。AI翻訳が発達しても、
英語を学ぶ意味はなくなりません。
異なる文化・価値観に触れ、
世界を見る視野が広がるからです。

各科目の学びが、「自分を知る」「他者を知る」「世界を知る」ことにつながる。

そして、学びの中で少しずつ「夢」が見えてくる。
スイングアカデミーは、その夢の確信を、全力でサポートします。

スイングアカデミーは、君の夢を全力で応援します。



追加資料 スイングアカデミー

AI時代にスイングが必要とされる理由

これからのAI社会では、単に知識を覚えるだけでは不十分です。
読み書き・計算・論理的に考える力といった基礎学力は大切。しかし、それだけではAIに代替されやすくなってしまいます。

これから本当に大切になる力とは——

基礎学力を土台に、AIにはできない自分だけの興味・強み・才能を発揮する力

そのためには子どもの頃から、次の問いを考え続ける経験が必要です。

「自分は何が好きなのか」「何に心が動くのか」「どんな未来をつくりたいのか」

スイングの探究授業やDream Pitchは、まさにそのためにあります。
世界を知り、自分を知り、夢を描き、挑戦する——その積み重ねが、AI時代に必要な「自分だけの強み」になります。

知識は教わるだけ。強みは「育てる」もの。だからスイングが必要とされます。



追加資料 スイングアカデミー

藤野メソッド 才能開花の4つのステップ

「なぜうちの子は勉強しないのか」——その問いへの答えが『藤野メソッド』です。
成績を上げるには"正しい順番"がある。崩すと、どれだけ頑張っても結果は出にくい。



追加資料 スイングアカデミー

絶対に崩してはいけない「４つの順番」

1

好奇心
（着火）

『なんだろう？』『面白そう！』から、

すべては始まる

いきなり問題を解かせない。

まず子どもの好奇心に火をつけることを最

優先。探究授業で「もっと知りたい」を育

てるのが、成績アップの第一歩。

2

夢目標
（目的の発見）

『叶えたい未来・なりたい自分』が最強

の勉強の理由

好奇心が育ったら夢や目標を言語化。

「何のために勉強するのか」

が見えると、向き合い方が根本から変わ

る。Dream Pitchがこのステップに直結。

3

非認知能力
（心の土台）

夢目標があるから、壁を乗り越える『強

い心』が育つ

やり抜く力・忍耐力・感情コントロール力

が育つ。壁を越えられるかは目的意識の強

さ次第。夢目標がある子は、この心の土台

が自然と育つ。

4

認知能力
（才能開花・成績向上）

圧倒的な『思考と学び』で、最高の結果

を出す

①〜③の土台があって初めて学力・思考

力・記憶力が本格的に伸びる。個別指導・

正しい勉強法・学習計画がここで最大効果

を発揮。

この4ステップが、スイングのすべての設計の根拠。探究授業・Dream Pitch・個別指導・自習室が、それぞれを支えています。



筆者プロフィール スイングアカデミー代表・藤野雄太

藤野 雄太
挑戦教育家・スイングアカデミー代表・神奈川公立高校入試 解答速報TV番組解説者

小・中・高時代は勉強で落ちこぼれ、高校は学区内で最低偏差値39の東京都立大森東高校に進学。
その後、落ちこぼれ人生を変えたい一心で大学受験を決意。偏差値を39.4から70.9に上げる。

大学卒業後、ロンドンに本社を置く耐火物業界で世界No.1シェアの大手セラミックス企業、ベスビウス社で売上を前年同月比
600％上げる。ハーバード卒ら世界的エリートがひしめく社内選抜チームに、世界最年少(当時)の27歳で抜擢される。

2004年に学習塾を起業。ナディア・コマネチなど金メダリストを育てた「伝説の体操コーチ」、カロリー夫妻の日本人唯一の
弟子である故・野村るり子氏に師事。オリンピック選手の英才教育を学ぶ。「日本一学校成績が上がる塾」という噂が広がり
、全国から250名以上の塾経営者が視察に訪れる。
初の著書『勉強しなさいと言わずに成績が上がる！すごい学習メソッド』（永岡書店）を出版。NHK「あさイチ」、TBS「N
スタ」、日テレ「スッキリ」「news zero」など30回以上テレビに取り上げられ、日本一テレビ取材を受ける個別指導塾とな
る。

ミッションは、世界中の子どもが夢を描き、自らの可能性に挑戦できる世界をつくること。

著書
『勉強しなさいと言わずに成績が
上がる！
すごい学習メソッド』（永岡書店

）

神奈川公立高校入試解答速報テレビ番組解説者
NHK・TBS・日テレなど30回以上のテレビに取り上げられる

Mission : 世界中の子どもが夢を描き、自らの可能性に挑戦できる世界をつくること
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